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『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
目
1
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
：
卜
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
3
段
組
、
～
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
漏
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
～
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
V
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
含
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
捌
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
さ
六
諭
召
一
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
～
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ω
O
O
9
一
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
注
脚
ω
窪
讐
。
「
や
男
7
0
8
ω
ぴ
8
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
拗
㎜
×
恥
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。
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・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
講
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
口
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

　
レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

　
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

　
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

　
諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

　
イ
）
　
隅
史
林
』
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
　
砂
浜
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　
ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

問
合
せ
先
　
史
学
研
究
会
事
務
局

ω
護
菊
⑨
σ
琴
’
ξ
0
8
と
■
8
壱

（
二
〇
一
四
年
｛
月
改
定
）

受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
（
二
〇
一
三
年
　
二
月
一
九
日
～

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
四
年
二
月
二
〇
日
）

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
學
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
四
九

史
學
雑
誌
（
史
書
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
～
二
二
i
一
～

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
一
九
二

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
一
二
六

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
＝

信
濃
（
信
濃
史
学
ム
瓜
）
　
詣
ハ
｝
血
一
～
二

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
ニ
ー
三

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
七
六

R
［
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
ぬ
ハ
一
山
ハ

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
六
一
－
二

日
本
学
刊
｝
〉
勺
〉
挙
国
し
り
円
の
日
¢
U
田
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
固
本
学
会
）
二
〇

　
一
三
P
六

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
霞
二

＞
Z
↓
団
幻
○
℃
○
い
○
臼
0
＞
ピ
ω
0
田
二
〇
国
（
↓
冨

　
○
塗
。
醒
智
霞
轟
一
〇
h
6
鵠
国
》
二
↓
国
書
○
℃
9

　
い
O
O
H
O
＞
い
ω
O
O
田
日
鴫
○
逃
隠
℃
℃
〇
三
）
　
一

　
二
一
…
三

〉
乞
↓
頃
男
○
℃
○
い
○
O
H
O
＞
U
Q
o
O
田
乞
0
国
（
↓
冨

　
○
睡
。
巨
｝
2
昌
9
。
一
9
↓
缶
図
〉
乞
日
鵠
菊
○
剛
9

　
い
○
Ω
H
O
》
い
ω
0
0
田
↓
団
○
閃
昌
℃
℃
○
芝
）
一

　
二
一
…
二
（
冨
冒
器
ω
Φ
ω
巴
①
ω
）

東
方
學
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
八
八

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
当
会
）
八
四
〇
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日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
八

龍
谷
講
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
一
三
七

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
五
一
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
七
九

立
命
館
法
器
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
五
〇

国
家
豊
・
會
甜
雑
筆
誌
　
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
一
二
ぬ
バ
ー

　
一
一
・
一
二

史
學
研
究
（
廣
島
史
學
研
究
會
）
二
八
二

政
治
経
済
史
学
（
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
）

　
五
五
瓢
ア
五
六
四

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
三

　
五

史
學
（
三
田
史
学
会
）
ハ
ニ
ー
四

日
本
歴
史
（
臼
本
歴
史
学
会
）
七
八
九

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
一
七

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
三
王

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
～
二
二
一
一
二

史
遊
（
京
都
教
育
大
学
歴
史
・
地
理
学
研
究
会
）

　
｝
八

桃
山
歴
史
・
地
理
（
京
都
教
育
大
学
史
学
会
）
四

　
八

墨
書
館
大
學
史
料
編
纂
所
報
（
皇
學
館
大
回
史
料

　
編
纂
所
）
二
四
〇

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
一
一
二

東
方
學
會
報
（
東
方
学
会
）
｝
〇
五

回
悟
濃
（
信
濃
史
学
会
）
論
ハ
⊥
バ
ー
｝

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
九
－
三

韓
國
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
｝

　
⊥
ハ
ニ
・
一
⊥
ハ
三

法
學
志
林
（
法
政
大
学
忍
笠
志
林
協
会
）
一
一
一

　
－
一
・
二

十
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
）
二
一

史
　
と
美
術
（
譜
面
美
術
同
孜
会
）
八
四
一

國
立
壷
溝
大
年
考
古
人
類
學
刊
（
國
立
壷
濁
大
里

　
大
学
院
人
類
學
系
）
七
九

東
方
學
（
東
方
學
會
）
＝
一
七

史
學
雑
誌
（
史
学
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
三
1
～

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
五

　
四

経
済
砥
究
（
～
橋
大
学
経
済
観
究
所
）
六
五
－
一

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
八
二

　
　
編
集
後
記

　
出
会
い
と
別
れ
と
例
会
（
と
消
費
増
税
）
の
春

が
過
ぎ
、
今
年
も
五
月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
号
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
内
容
は
現
代
史
か

ら
論
説
二
本
、
日
本
史
か
ら
研
究
ノ
ー
ト
一
本
で
、

そ
の
ほ
か
書
評
が
三
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
春
、
読
者
の
み
な
さ
ま
に
も
、
お
仕
事
を

一
区
切
り
さ
れ
た
方
や
、
新
天
地
に
向
か
わ
れ
た

方
は
数
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。
み
な
さ
ま
が
よ
き

春
の
ス
タ
ー
ト
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
徹
）

命
史
学
概
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
簿
6
口
＼
＼
≦
芝
毛
．
。
・
臨
α
q
鴇
鼻
Φ
艮
《
爵
蝕
甘
〉
巳
Φ
×
》
§
一

122 （526）

＝。。

ｹ
影
嬰
請
託
定
璽
、
二
〇
〇
円

　
史
　
林
　
鑓
九
七
巻
第
三
号
（
通
巻
第
五
〇
五
号
）

　
　
　
京
都
宙
左
京
区
晋
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
な
　
　
ま

　
　
　
　
　
欝
A
漏
（
〇
七
五
）
七
五
三
⊥
一
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

蒋景
印＿　○学
　メス

刷尊上δ

株聾押
難真舞
蘇田　　：酒

醤ノ藩会



THESHIRIN
or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　XCVZ［1　No．　3 May　2014

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Ar疽cles：

TSuRu　Shuntar6，　Progressive　Farmers　and　Electrical－Pump

　　Irrigation　in　JapaneseRuled　Taiwan：　’1　he　Case　of　Hokuto　County
　　in　Taich“　Prefecture・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・…＋・・・…一・・・・・・・・…’・・・…一・・・・…’・・…一’一’・・（　1　）

NARITA　Chihiro，　The　lnfiuence　of　the　Security　Crisis　on　the　Korean

　　Peninsula　on　the　Okinawa　Reversion　Negotiations，　Focusing　on　the
　　Deployment　of　B52　Bombers　in　Okinawa一一一・一・・…一・・・・…一・・・・・…一・一・・・・…一・・・・…一・・・…　（　42　）

　Nobe：
OsHrrA　Shigetoshi，　A　Consideration　of　the　Military　Regulations

　　（Gunritsu　Oleitegakt）　of　Hashiba　Hideyoshi　lssued　on　the　25th
　　Day　of　the　Sixth　Month　of　Tensh6　9　（1581）　・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一…一・…’・・・…’・・一　（　83　）

　Book　reviews　：

JoHcHI　Takashi，刀「¢e　Great　Wall　and　Court　1；’olitics　in　Beijing∵

　　DeveloPment　and　Change　in　the　Pelitics　ofthe　Grand　Secretan’at
　　during　the　Ming　Era　（rANII　Y6ko）　・・・・・・…一・・・・・・…一・・…一・・・・・・…一・・一・・・・・・・・・・・・・・…一・一…一　（100）

KAwAMURA　Hirotada，　Arational　MaPs　oflaPan　as　ComPiled　by　the
　　Tokugatva　Shogunate　（UESUGI　Kazuhiro）　一一・・一・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（107）

MURAKAMI　Ei，2吻擁診∫〃zθ・騰ホ。フツ（～プModern　China’Lo　cal　Fuiian／ictors

　　and　the　British　and　Chinese　EmPires　（KANAZAWA　Shtisaku）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（113）

　Miscellaneous　：

　　　　　　　　　　　　Pahlished

　　　　　　　　　　　　　　　勿

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（T7ze　Sαガθ勿げHiStorical　Resear「ch）

Kyoto　University，　Kyoto，Japan

定価1，200円（税込） ISSN　0386－9369


